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	足寄町立足寄小学校　学校だより
	VOL.267
	大地
	自分で考え 自分で決めて
	　　　　自分で行動する子
	2026

	SEPTEMBER
	言葉は時代とともに
	足寄町立足寄小学校長　池 田 圭 子
	言葉は時代を映す
	新しい言葉が
	　　生まれるということ
	言葉の奥にあるもの
	　私たちの身の回りには、「メールする」「検索する」「投稿する」「フォローする」など、少し前にはなかった言葉がたくさんあります。言葉は、社会の変化とともに生まれ、その使われ方も変化していきます。
	　国語学者の金田一秀穂さんも、言葉を単純に「正しいか、間違っているか」だけで捉えるのではなく、社会や時代の変化の中で、その姿を変えていくものとして捉えています。著書『あなたの日本語だいじょうぶ？――SNS時代の言葉力』の中でも、言葉の変化について、肯定的に受け止める考えが示されています。言葉は、辞書の中で静かに変わるのではありません。
	　人が話し、誰かが聞き、また誰かが使う。その繰り返しの中で、少しずつ姿を変えていくものです。そこには、その時代を生きる人々の暮らしや価値観も映し出されているのではないでしょうか。


	変わる言葉、変わらない心
	　時代は変わります。
	　社会も変わります。
	　そして、言葉も変わります。
	　だからこそ、学校も変化を恐れず、子供たちとともに新しい言葉、新しい考え、新しい時代に出会っていきたいと思います。
	　今日、教室から聞こえてくる子供たちの言葉が、何十年か後には、懐かしい言葉になっているかもしれません。
	　そのとき、今の子供たちが次の世代に、「昔は、こんな言葉を使ってたんだよ。」と笑いながら話していたら――。そんな未来も、なんだか素敵だなと思います。
	　そして、心は、言葉とともに。
	　これからも子供たちと一緒に、言葉の変化を楽しみながら、その言葉の奥にある「心」を大切にしていきたいと思います。
	Ashoro Elementary School



	子供たちの今を見つめて
	― 学校評価アンケートから見えてきたこと ―
	子供たちの『今』を、一緒に見つめて
	　朝夕の風に、少しずつ秋の気配を感じるようになりました。校庭では、今日も子供たちの元気な声が響いています。日頃より、足寄小学校の教育活動に温かいご理解とご支援をいただき、ありがとうございます。
	　本校では、「自分で考え、自分で決めて、自分で行動する子」を目指しています。自分のことを自分で考え、周りの人と関わりながら、自分らしい一歩を踏み出せる子どもに育ってほしい。そんな願いをもって、日々の教育活動を進めています。
	　前期の教育活動を振り返るため、学校評価アンケートを実施しました。今回は、回答の中でも「完全肯定」にあたる割合に注目し、子供たちの今の姿を改めて見つめてみました。すると、数字の一つ一つの向こう側に、足寄小学校の子供たちの素敵な姿と、これから学校・家庭・地域で一緒に育てていきたい姿が見えてきました。

	子供たちの成長を支える、温かな土台
	　まず、うれしく感じたのは、84.5％の保護者の皆様が「わが子にはよいところがある」と回答してくださったことです。子供のよさは、特別なことばかりではありません。友達に優しくできたこと。最後まであきらめなかったこと。毎朝元気に学校へ来たこと。好きなことに夢中になったこと。以前はできなかったことが、少しできるようになったこと。
	　そうした一つ一つを、ご家庭の皆様が「この子のよさ」として見つめてくださっているのだと思います。子供が「自分にはこんなところがある」と思えることは、次の一歩を踏み出す力になります。ご家庭から寄せられる温かなまなざしは、子供たちの成長を支える大切な土台です。
	　また、84.7％の児童が「いじめは、どんな理由があってもいけない」と考えていることも、本校の大切なよさです。相手の気持ちを考え、人を大切にしようとする心が、子供たちの中に育っています。
	　足寄小学校には、こうした温かな土台があります。
	足寄小学校の子供たちの「よさ」と「夢」

	子供たちの中にある、たくさんの「やってみたい」
	　71.8％の子供たちが、「将来の夢や目標をもっている」と回答しました。
	「人の役に立つ人になりたい」と答えた子は62.4％、「地域や社会をよくするために何かしてみたい」と答えた子は49.4％でした。子供たちの中には、私たち大人が思っている以上に、たくさんの「やってみたい」があるのかもしれません。休み時間に友達と話しているとき、「将来、○○になりたい」と話している子がいます。授業の中で、好きなことについて目を輝かせて話す子もいます。
	　そんな姿を見ていると、「夢」は、将来の職業だけではないのだと感じます。
	「もっと上手になりたい」「友達と仲良くしたい」「誰かの役に立ちたい」「こんなことをやってみたい」。そうした小さな思いも、子供たちにとって大切な「夢の芽」なのだと思います。

	『夢は何？』から、『何が好き？』へ
	　アンケートをさらに見ていくと、少し意外なことが分かりました。
	　子供たちの71.8％が夢や目標をもっている一方で、「子供が将来や夢について前向きに話している」と感じている保護者は22.6％でした。そして、「子供たちの夢や意欲を育む指導ができている」と答えた教員は0.0％でした。この数字を見て、考えさせられました。もちろん、これは「子供たちに夢がない」ということではありません。むしろ、子供たちの胸の中にある「やってみたい」という思いを、学校が十分にすくい上げられていないのではないか。そして、それを家庭での会話につなげる機会も、まだ十分ではないのではないか。
	　学校では、この数字をそのように受け止めています。
	　子供にとって、「将来何になりたい？」と聞かれるのは、少し照れくさいことかもしれません。まだ決まっていないから答えにくいこともあるでしょう。だからこそ、「夢は何？」と答えを求めるだけではなく、「最近、何が面白い？」「学校で何が楽しかった？」という何気ない会話から、子供の「好き」や「やってみたい」を一緒に見つけていくことが大切なのだと思います。
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	　本校でも、31.2％の児童が、大人に相談することに少しとまどいを感じているという結果が出ています。
	　子供たちは、困ったときに「迷惑をかけたくない」「自分で何とかしなければ」と考えているのかもしれません。
	だからこそ、「困ったら話していいんだよ」「いつでも聞くよ」と思える大人が、身近にいることが大切です。
	こども・若者総合調査（令和7年度）｜こども家庭庁
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	　子供たちが、自分のよさに気付き、周りの人とのつながりを感じながら、「やってみたい」と思ったことに一歩踏み出していけるように。
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	東京の学生さんがやってきた
	　～武蔵野大学プレ実習～
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	　教室では、様々な虫の体のつくりや特徴、生態について興味深いお話を聞きました。普段何気なく見ている虫にも、たくさんの「ひみつ」があることを知り、子供たちは目を輝かせながら話に耳を傾けていました。
	　その後は、虫かごと網を手に校庭へ出てフィールドワークに挑戦。「いた！」という歓声を上げながら、草むらや葉の裏などにいる虫を見つけ、観察しました。
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	１０月の行事予定
	　１日（木）　 交通安全の日
	　　　　　　　 あいさつ運動
	　　　　　　　 あゆみ(通知表)配付
	　　　　　　　 地層見学（6年）
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	芸術の秋　芸術鑑賞会
	驚きと感動「中国雑技芸術団」
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